
筑波技術大学

産学官連携

シーズ

ハードウェア記述言語によるFPGAプログラミング
（Verilog HDL編）

FPGA programming with Verilog HDL
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応用例・用途

ハードウェア記述言語の１つであるVerilog HDLを用いて、構造レベル、データフ
ローレベル、動作レベルによるFPGAやCPLDのプログラミングとコンフィギュレーショ
ンをおこない、それぞれの用途や研究目的に合わせた論理回路を実現します。自らプ
リント基板を設計・製作してFPGA／CPLDをはんだ付けする場合もありますし、各社か
ら販売されている評価ボードを使用することもあります。

研究概要

FPGA、CPLD、ハードウェア記述言語、Verilog HDL、論理回路、プログラミング

各種演算の外、モーター、音、光、温度、圧力等を制御するためのディジタル信号処理
が可能です。

主にIntel社（Altera社）とXilinx社のFPGA／CPLDプログラム開発環境を使用しています。

図１：開発例（JTAGポートを搭載したFPGAボードの開発とVerilog HDLプログラミング）
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